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c 建設機械等の騒音発生原単位 

各建設機械等の騒音発生量（原単位）は、表7-2.7のとおりとした。 
 

表7-2.7 建設機械等の騒音発生量（原単位） 

ケース１ ケース２

切土（土砂） ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ 32t 1 104 1) ● ●

切土（軟岩Ⅰ） ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ 32t 1 104 1) ● ●

ﾊﾞｯｸﾎｳ 1.0m3 2 102 1) ● ●

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t 5 105 1) ● ●

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ 21t 2 104 1) ● ●

ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ掘削機 Φ1500mm 2 105 2) ● －

ｸﾛｰﾗーｸﾚｰﾝ 50t 2 101 1) ● －

ﾐｷｻｰ車 5.0m3 1 105 1) ● －

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車 60m3/h 1 100 1) ● －

地下水集
排水工事 地下水集排水管 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.6m3 1 102 1) － ●

ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.6m3 1 102 1) － ●

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ 4.8～4.9t 1 102 1) － ●

ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.6m3 2 102 1) ● ●

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t 2 105 1) ● ●

ﾎｲｰﾙｸﾚｰﾝ 25t 1 101 1) ● ●

コンパクタ 32t級 1 114 1) ● ●

ｼｮﾍﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ 16t級 1 113 1) ● ●

ﾊﾟﾜｰｼｮﾍﾞﾙ 0.4～0.6m3 1 110 1) ● ●

自走式破砕機 125ps 1 111 1) ● ●

注）台数は、日最大台数を示す。
　 騒音パワーレベルは、同一種の建設機械がない場合、類似機械を準用した。

出典 1)「環境アセスメントの技術」（1999年8月、(社)環境情報科学センター）

     2)「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程」（平成9年7月31日、建告第1536号）
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＜予測式（建設省土木研究所提案式）＞ 
Ｌ10＝Ｌ10

*－αl 
Ｌ10＝ａlog10(log10Ｑ*)＋ｂlog10Ｖ＋ｃlog10Ｍ＋ｄ＋ασ＋αf＋αs 

 
    Ｌ10：振動レベルの80％レンジの上端値の予測値(dB) 

Ｌ10：基準点における振動レベルの80％レンジの上端値の予測値(dB) 
    Ｑ*：500秒間の１車線当たり等価交通量（台/500秒/車線） 

Ｑ1：小型車時間交通量（台/時） 
Ｑ2：大型車時間交通量（台/時） 
Ｋ：大型車の小型車への換算係数 
Ｖ：平均走行速度（km/時） 
Ｍ：上下車線合計の車線数 
ασ：路面の平坦性等による補正値(dB) 
αf：地盤卓越振動数による補正値(dB) 
αs：道路構造による補正値(dB) 
αl：距離減衰値(dB) 
ａ，ｂ，ｃ，ｄ：定数 
出典）「道路環境影響評価の技術手法」（平成12年11月，（財）道路環境研究所） 

 
(ｳ) 予測条件 
a 予測時期 
予測時期は、「7.2 騒音」と同様に平成 20 年 11 月とし、工事関係車両の搬入搬出時間帯

（8:00～17:00）を含む昼間の時間帯である 7時～19時とした。 

 
b 予測地点 

予測地点は、「7.2 騒音」と同様に３地点（St.1～3）とした。 

なお、予測位置は住居側の道路端（地上）とした。 

 
c 将来交通量 

将来交通量は、「7.2 騒音」と同様とした（P7-2-12～15参照）。 

 
d 平均走行速度 

平均走行速度は、「7.2 騒音」と同様に各地点の法定速度とした。 

■St.１地点＝30km/時 

■St.２地点＝40km/時 

■St.３地点＝50km/時 

 
 

）Ｑ＋（Ｑ
Ｍ
１

２１ Κ××=
600,3

500









 7-3-10 

イ 建設機械等の稼働に伴う振動 
(ｱ) 予測対象 

建設作業振動は、工事の実施に伴い稼働する建設機械等（「7.2 騒音」と同様に建設機

械及び埋立機械）からの振動を対象として、その影響の程度を予測した。 
 

(ｲ) 予測方法 

予測の手順は図7-3.7のとおりで、予測式は距離減衰式を用いた。 
 

事業計画
（建設機械等の月別使用台数）

建設機械からの振動発生量
（原単位）

予測計算
（距離減衰式）

予測地点における
振動レベル予測結果

   
 

図-7.3.7 工事期間中の建設作業振動の予測手順 
 

＜予測式＞ 

ＶＬ＝ＶＬ0－15log10（ｒ/ｒ0）－8.68α（ｒ－ｒ0） 

  ＶＬ：予測点の振動レベル（dB） 

  ＶＬ0：基準点の振動レベル（dB） 

  ｒ：振動源から予測点までの距離(m) 

  ｒ0：振動源から基準点までの距離(m) 

  α：内部減衰係数 

  

複数の建設機械等が同時に稼働した場合の予測地点での振動レベルの合成は次式で行った。 

  )101010(log10 101010
10

21 nLLL

L +++= ････  

     L  ：予測地点での建設機械等の合成振動レベル (dB) 
     nLLL ～21, ：個々の建設機械等振動レベル (dB) 

出典）「環境アセスメントの技術」（1999年８月，（社）環境情報科学センター） 

建設機械等からの振動発生量 
（原単位） 
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(ｳ) 予測条件 
a 予測時期 

予測時期は、「7.2 騒音」と同様に表7-3.6のとおりとした。 

 

表7-3.6 予測時期 

予測ケース 予測時期 予測位置 

ケース１ 平成20年11月 

ケース２ 平成21年10月 

敷地境界、及び 

権現山の遊歩道上 

 
 
b 予測地点及び建設機械等配置 

予測地点は、敷地境界と一般市民が散策などで訪れると考えられる権現山の遊歩道上を選

定した。 

なお、建設機械等配置は「7.2 騒音」と同様とした。（図7-2.19,20参照） 
 

c 建設機械等の振動発生量（原単位） 

各建設機械等の振動発生量（原単位）は、表7-3.7のとおりとした。 
 

表7-3.7 建設機械等の振動発生量（原単位） 

ケース１ ケース２

切土（土砂） ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ 32t 1 76 1) ● ●

切土（軟岩Ⅰ） ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ 32t 1 76 1) ● ●

ﾊﾞｯｸﾎｳ 1.0m3 2 74 1) ● ●

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ 21t 2 76 1) ● ●

擁壁 ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ掘削機 Φ1500mm 2 71 1) ● －

地下水集
排水工事 地下水集排水管 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.6m3 1 74 1) － ●

雨水集排
水工事

水路 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.6m3 1 74 1) － ●

砂防工事 砂防堰堤 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.6m3 2 74 1) ● ●

コンパクタ 32t級 1 76 1) ● ●

ｼｮﾍﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ 16t級 1 74 1) ● ●

ﾊﾟﾜｰｼｮﾍﾞﾙ 0.4～0.6m3 1 74 1) ● ●

自走式破砕機 125ps 1 60 1) ● ●

注）台数は、日最大台数を示す。
　 振動パワーレベルは、同一種の建設機械がない場合、類似機械を準用した。

出典 1)「環境アセスメントの技術」（1999年8月、(社)環境情報科学センター）

埋　立　作　業

出典
予測ケース

建設機械 規格等 台数注） 振動ﾊﾟﾜｰﾚﾍﾞﾙ
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振動パワーレベルは、同一種の建設機械等がない場合、類似機械を準用した。 
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(ｴ) 予測結果 

建設作業振動の予測結果は、表7-3.8及び図7-3.8(1),(2)のとおりである。 

これによると、敷地境界において、ケース１（平成20年11月）の建設作業振動は、想定し

た建設機械等が全て稼働した場合、最大で約６６dBと予測された。また、ケース２（平成21

年10月）では、最大で約６１dBと予測され、ともに、振動規制法に基づく「特定建設作業に

伴って発生する振動の規制に関する基準値（＝75dB）」を下回るものであった。 

なお、参考として、権現山の遊歩道上では、ケース１（平成20年11月）、ケース２（平成

21年10月）ともに３０dB未満と予測された。 
 

表7-3.8 建設作業振動予測結果 

予測ケース 予測時期 
予測地点における
最大振動レベル

(dB) 
規制基準（dB） 

【参考】 
権現山の遊歩道上の
振動レベル（dB） 

ケース１ 
平成20年 

11月 
約６６dB 

ケース２ 
平成21年 

10月 
約６１dB 

７５dB ３０dB未満 

注)規制基準；振動規制法に基づく「特定建設作業に伴って発生する振動の規制に関する基準」 
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